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1 ま え が き

水日の高度利用を目的に,稲・麦機械化一貫栽培体系を

確立するため,表作水稲について,裏作物導入のための水

稲適品種の選抜とその作期について, 1975～ 77年の3カ

年にわたり検討した結果を報告する。

2試 験 方 法

試験 1:晩植による出穂期および収量の変化 (1975年 )

試験I:晩植適品種の選抜 (1976年 )
試験皿 :有望品種の移植晩限と収量要因 (1977年 )

各試験の供試品種と移植期を表 1に示す。

表 1 供試 品種 と移 植期

3試 験 結 果

供試苗条件は播種時期,品種によって変動ある力119“～

'76年は苗令 40■ を確保し,1977年は育苗日数が短く,

32L程度であつた。草丈は当然ながら遅播き程徒長しや

すく,充実度が低下した。

各試験の結果は次の通りである。

試験 I(1975年 ):本 試験は移植後 7月 第 2半旬まで

低温か照に経過したが, 7月 第 3半旬からは対照的な高温

・多照・か雨の気象経過であつたo

移植期と出穂期および玄米重の関係は,図 1・ 図2にみ

るように,極めて高い相関を示した。

出穂期はササミノリ5/15植の 8月 5日 と比較して, 5/25

植は 2日 遅れにとどまつたが,6月 の移植は10日遅れるご

とに 7日 ずつ出穂が遅れた。レイメイはササミノリと同期

移植で 3～ 5日 遅れとなるが,晩植による出穂の遅延傾向

は同じであつた。

晩植による″当り籾数の減少は商品種とも認めないが,

登熟歩合の低下で一次直線的な減収傾向を示した。ササミ

′りとレイメイにはプ当り籾数の差はないが,玄米千粒重

の相異でササミノッが若千優った。

1975年は登熟期間が好気象条件下なので,晩植でも収量

レベルは高いが,出穂の安全性からササミノリ6月 10日 ,

レイメイ6月 15日 ころが移植晩限と考えられた。

試験 I(1976年 ): 本試験は6月 半ばから低温が襲来
し, 7月 中旬まで長期間続いたため生育が渋滞し, 7月 下

旬に一時天候は回復したが, 8月 から再び低温となり, 9

月上旬まで連続的低温か照で経過した。

ササミノリは前年より6～ 10日 出穂が遅れ,6/5植で前

年の6/15植とはぼ同じ8月 22日 となつた。メ当り靭数は晩

植はど多いが,登熟歩合が低下し, 6/15植は収量の低下が

顕著であつた。

アキヒカリは同期移植のササミノリより出穂が 3～ 6日

早く,6/5植が 3月 19日 ,6/15植が8月 27日 であつた。 1

穂靭数が最も多く,6/5植及び 6/15植は 50“/aの収量を

得たが, 6/25植 は登熟歩合が低下して減収した。

レイメイは前年比 5～12日 の遅れをみたが,同期移植の
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注。 ( )は 1977年の移植月日。

育苗は株播きボット(丸井加工製, 1穴 15X15× 27

")を
用い,箱当り60′ (1穴約 4粒 )を各移植期から25

～35日 遼つて播種した。育苗様式は1975～
'76年は 5/15～

6/s植 をバイプハウ
^育
苗, 6/15～ 6/25植を保温折衷箱育

苗で,1977年はすべてパイプハウス育苗である。

本田施1巴量はN500,/a,P205900'/t,K20800

′/aで ,栽植密度はイ当り278株の密植手植とした。

なお,裏作大麦の成熱期は,1975年 ミノリムギ(中生)6

月12日 ,1976年 ツクセンムギ(早生)6月 10日 であつた。
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アキヒカリより1～ 2日 早い出穂であり,収量及び収量構

成要素はアキヒカリと類似した。

ハヤニンギは6/15植が 8月 23日 ,6/25植 が 3月 31日の出穂

であつた。アキヒカツおよびレイメイに比し,″当り籾数は

少ないが登熟歩合が高く,6/1s植での最多収となつた。

マツマエは主稗葉数が10Lで ,6/25植 でも出穂が 8月 14

日と極早生であり, 1穂籾数・ プ当り籾数とも最も少ない

が,登熟度ことに千粒重が重く, 6/15植 はアキヒカソ・ レイ

メイ並の収量をえ, 6/25植は最多収となつた。しかし不時

出穂を認め,自葉枯症状が多かつた。

フジヒカリは6/15植が 8月 1,日,6/25植が 8月 24日 と晩

植による出穂遅延が小さく有望である。 1穂籾数が少なく,

〆当り籾数も少ないが,登熟歩合が高く,晩植による減収

程度が小さかつた。

1976年は出穂が大幅に遅れ,登熟期間も不良条件下での

結果なので,出穂期と収量から移植晩限は,ササミ′り6

月 5日 , レイメイ・アキヒカリ6月 10日 ,ハヤニツキ 6月

12～ 13日 ,フジヒカリ。マツマェ 6月 15～20日 ころとみら

れ,フジヒカリ・ハャニンキ・アキヒカリが有望と考えられた。

試験Ⅲ (1977年 ):本 試験は6月 下旬に強い低温があ
り, 7月 に入つて回復し8月 初めまで続いた。 8月 第 2半

旬から再び低くなり第 6半旬まで続き,その後回復して平

年並の経過であつた。

品種別の生育収量を表 2に示した。

`" 
動ら ●/5 υ

" "ら
 6/16 6ら  `′

` lllS `層
   И
` 6Z

8● 用 (月 ‐ )

図2 移植期と玄米重

アキヒカリは 6/14植が 3月 26日 ,6/24植が 8月 29日 の出

穂であったが, 1穂着粒数が多いため″当り靭数を確保し

やすく,収量性が高かつた。移植晩限は 6月 15日 と考えら

れた。

ハャニシキは 6/14植が 8月 19日 , 6/24植が8月 22日 の出

穂であり,同期移植のアキヒカリより7日 早かつた。ノ当

り籾数は少ないが,登熟歩合が高く有望であつた。移植晩

限は 6月 15日 ころと考えられた。

フジヒヵッは 6/24植でも8月 18日 と出穂期が早く,晩値
用品種として有望である。フジヒカリは穂数型で 1穂着粒

数が少なく,短稗だが細くなびきやすいため収量性は若干

劣るが,登熟歩合を向上させる施1じ法,倒伏防止等に収量向

上が期待できよう。移植晩限は6月 25日ころと考えられた。

移植期と出穂期および収量は高い相関を示し,晩植ほど

出穂期が遅延し,収量も低下した。

実取大麦あとの晩鯖 を対象にして 4葉苗を用いた場合 ,

水稲品種はアキヒカリ・ハヤニツキ・ フジヒカリが有望で

あつた。

当地域における安全出穂期の晩期限界を8月 20日 ころと

すると,移植晩限はアキヒカリ6月 10～15日 ,′ ャヽニシキ

6月 15日 ころ,フ ジヒカリ6月 20い‐25日 と考えられた。

図 1 移植期と出穂期
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表 2品 種 別 生 育 収 量 (1977)

品  種 移植月日 緯 長
(οπ)

穂 長
(`ン2)

穂 数
(ん/″ )

玄米重

(′り/a)
1穂籾数
(粒 )

′籾数
(X100粒 )

登熱歩合
(%)

重
＞
粒
′
千
く

アキヒカリ
473
476

177
173

フジヒカ ツ

り
区

カヒ
肥
ジフ
追

６
．
Ｃ

注. フジヒカリ追月巴区は出穂前20日 と10日 に各N1502/aを 施用した。


